
簑穆睡翼黄攀饉餃奉蒙
大阪市立大学 。大阪府立大学・関西大学は、同じ大阪都市圏に立地する大学として、

平成 20年 11月 6日に包括連携協定を締結しました。 その連携事業の一つとして、
より活発な相互交流を推進するため、幅広く連携を強化していくことについて合意し、

平成 21年より公開事業を共同開催しており、このたび第 9回三大学連携事業を実施いたします。

ラム

【開会挨拶】 13:00～ 13:05

【基調講演】

13:05-13:45

南海トラフ巨大地震による大阪府の被害と大学ができる「連携」への貢献    社会安全軍覇豪轟  苅晶慧:i
次の南海地震が、南海 トラフ巨大地震となつた場合の大阪府の被害を解説します。とくに大阪市街地の地下空間浸水は深刻です。そし

て、地元の大学として被害軽減に結びつく「連携」の内容と東日本大震災における学術連携の反省を示します。

【対談】

13:45-14:25

被災から未来ヘー大槌町のコミュニティと経済の復興   NPO法奎暑菖讐 莞再轟 0 社会翠票豪雇 与場縫ジ誓絶
3 1¬ で被災した多くの地域は、被災以前から人口減少、高齢化、コミュニティの弱体化といつた課題に直面していました。そのため

「復旧」ではなく「復興」が必要であり、復興はこれらの課題に向き合うことでもあります。大槌町の復興の現状と未来の形を対談形式

でお話ししながら、この課題について考えていきます。

【休憩。ポスターセッション】 14:25～ 14:55

【報告1】

14:55～ 15:35

コミュニティに根ざした防災・減災の仕組み作り 奎怪再曇奇翼査璽壽 ど晶箕発
東日本人震災における津波避難行動や仮設住宅での調査から、高齢者等への支援の課題と地域コミュニティの重要性が再認識されていま

す。このような現状を踏まえ、日常的なコミュニティでの防災・減災の仕組み作りを考察します。

【報告2】

15:35～ 16: 15

災害時における妊産婦のケア
畑腱
鍵柵鱗梨 由bi寿

2005年 から「要援護者」として位置づけられた妊産婦について、災害がもたらす様々な課題、その解決のための様々な取り組み、展
望と私たちができることについて、幾つかの自治体における施策の様子も含めて語ります。被災地に入つた経験はわずかですが、平時の

妊産婦支援について考えてきた経緯があり、災害時と平時をつなぐ制度のあり方を展望します。

【報告 3】

16: 15-16:55

政策倉1造学判彊套霧  借固豚絢東日本大震災と福島県―被災地の今を考える一
東日本大震災から2年以上を過ぎた現在、福島県は復興への道を歩みつつあります。しかし、地震や津波に放射線被害も加わつた福島県

のこれからは非常に難しい課題を抱えています。関西大学政策創造学部橋ロゼミでは、震災直後の2011年 6月 から継続的に福島県
(福島市、郡山市、南相馬市など)へ足を運び、現地調査やボランティア活動を実施してきました。本講演では、そうした活動から得た

被災地の方々の言葉や想いを伝え、今後の復興への課題を考えたいと思います。

【交流会】 17:00～ 18:30

(1)往復はがきによるお申込み

往信面:①三大学連携事業希望②氏名(フリガナ)③住所 ④電話 ⑤年齢 ⑥職業

②このチラシの入手方法 ※1枚のはがきに1名のみ記入してください。
返信面:お申込みいただく方の宛先
上記を記入のうえ、下記の宛先まで送付してください。返信はがきを受講証として

返送いたします。

(2)E― mai!によるお申込み

件名を「三大学申込」として、本文に上記①～②の項目を入力のうえ、下記のメー

ルアドレスまで送信してください。
メールにて受講証を返信いたしますので、プリントアウトのうえ、当日お持ちください。

(3)HPからのお申込み
下記の専用ページにアクセスしてお申し込みください。

メールにて受講証を返信いたしますので、プリントアウトのうえ、当日お持ちください。

関西大学千里山キャンパス 100周 年記念会館ホール 1

(吹田市山手町3-3-35)

阪急 千里織「関大前」駅下車

南口を出て南門よりエスカレーター でお越しください。

6月 20日 (木 )【必着】※軽鐵叫合抽選

関西大学地域連携センター 「三大学連携事業」係

住 所 :〒 564-8680 吹田市山手町3-3-35
電 話 :06-6368-1245
E― mall:syakairenkei@ml.kandaijp

H P:http.11、 ww.kansal― u.acjp/renkeyevent/detail.php?|=98


